









甲南経営研究第43巻第 3号 (2002.1) 
デリバティブの監査指針
池 田 公 司
I はじめに
AICPAは， 2000年 9月に SAS第92号 「金融商品，ヘッジ活動および有価
証券投資の監査』(AICPA[2000])を公表した。 SAS第92号は， 2001年 6月
30日以降に終了する会計年度の監査から適用が開始される。このことを受け
て， AICPA金融商品専門委員会は2001年 3月15日付けで AICPA監査ガイ













計画もない」 (TheAudit and Assurance Faculty have not produced anyth-
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れた解決策をもたらした。」 (AICPA [2001], par. 1. 01) 
続いて， AICPA [2001]では， 1980年代半ばから始まった FASBや SEC
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[2001]は次のように定義している (AICPA[2001], par. 1. 04)。
① derivative instruments⇒ deガvatives(本稿では「デリバテイプ」と表記）
② investment in securities~securities (本稿では「有価証券」と表記）
AICPA [2001] によると， SAS 第92号は次の特徴を有する (AICPA






































る。」 (AICPA[2001], par. 1. 06) 
上記引用からも理解されるように， AICPA[2001]は大きく 二つの部分か
ら構成されている。すなわち，以下のような内容構成になる (AICPA [2001], 
par. 1. 06)。
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AICP A [2001]の第 2章は，古代ギリシャの哲学者ターレスがオリープし
ぽり機の利用権にオプションを設定した逸話から説き起こし (AICPA[2001], 




ing Professional Education, CPE)の一環として公表した AReview of State-
ment 133, Accounting for DeガvativeInstruments and Hedging Activities 





① 第 1部 評価概念と金利の期間構造
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デリバテイプの監査指針（池田公司）
② 第 2部 一般的なデリバティブの要約
③ デリバティブ用語集
監査甚準としての AICPA[2001]は，会計基準である FASB基準書第133
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を満たすか否かを判断するには，以下の事項についての知識が必要であると
しており， FASB基準書第133号に依拠しつつ簡単な説明を加えている
(AICPA [2001], par. 2. 09)。
● 基礎変数 (underlying)
● 名目数量 (notionalamount) 
● 支払条件 (paymentprovision) 
● 初期純投資 (initialnet investment) 
● 差金決済 (netsettlement) 
また，一般的なデリバティブとして，オプション，先渡契約，先物契約お



























で， リスクが置き換えられる (AICPA[2001], par. 2 .12)。
FASB基準書133号は，三つのタイプのヘッジ活動に関して指針を示して









































ここで，「表 1」を参照されたい。これは AICPA[2001], FASB [1998] 
および ICAEW[1997]のそれぞれが掲げるデリバテイプのリスクを比較し
たものである。「表 1」からは次の点が指摘され得るであろう。































要リスクを組み合わせたものである。」 (ICAEW[1997], par. 11)デリバ


















































る (AICPA [2001], par. 3. 45)。
● 一般に認められた会計原則の要求するところでは，総てのデリバティ
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た固有リスクは，投資に関連したそれとは異なっている (AICPA [2001], par. 
4. 02)。
デリパテイプに関しては，その特質の幾つかが組み合わされるので，固有








































































テ告戸弓二了戸 I 字言::~:現：匹言戸言；戸；;1: およぴ表子 開
み









































（出所） AICPA [2001], par. 4.15, Exhibit 4-3. 







































る契約に注意すべきである (AICPA[2001], par. 4 .11)。












ともある (AICPA[2001], par. 4 .13)。
監査人は，デリバテイプの発展的な性格が要求している一般に認められた
会計原則の変化を認識するとともに，デリバテイプ会計において生起しつつ
ある実務問題に最も適用可能な DIG(Derivatives Implementation Group, 
FASB)およぴ EITF(Emerging Issues Task Force, FASB)の指針に注意
を払わなければならない (AICPA[2001], par. 4 .14)。
4 要約：監査上のインプリケーション
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第 4章の要約として，監査上のインプリケーションを次のように述べてい










































範囲が決定される (AICPA [2001], par. 5. 03)。
2 監査を計画するための内部統制の理解
最初に「表 5」および「表 7」を見られたい。「表 5」は有価証券に対する
コントロール目的とそれに関連したコントロール手続を例示したものであり，



























































































情報を入手することができる (AICPA [2001], par. 5 .16)。
(6) 必要な情報が入手できない場合
稀なケースであるが，サービス組織のコントロールに関する情報が入手で

















関するコントロールを考慮しなければならない (AICPA[2001], par. 5.21)。
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（出所） AICPA [2001]. par. 5.33, Exhibit 5-3. 
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（出所） AI CPA [2001]. par. 5. 35 , Exhibit 5-4 . 
およびヘッジ活動を理解する際に同様に役立つであろう (AICPA [2001], 
par. 5. 33)。また，「表 7」は，左の列に例示されているコントロール目的を
116 
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達成するために必要なコントロール手続を，右の列に例示したものである
(AICPA [2001], par. 5. 35)。
7 要約：監査上のインプリケーション
第 5章の要約として，監査上のインプリケーションを次のように述べてい






















で述べられている1i.つの範疇から構成される (AICPA [2001], par. 6. 02)。
① 実在または発生 (existenceor occurrence) 
② 完全性 (completeness)
③ 権利および義務 (rightsand obligations) 
④ 評価または配分 (valuationand allocation) 
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（出所） AI CPA [201], par. 6. 27,Exhibit 6-1. 
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デリバテイプの監査指針（池田公司）
AICP A [2001] はデリバテイプおよぴ有価証券の公正価値が市場相場
(quoted market price)ではなく評価モデル (valuationmodel)によって
決定されている場合の実証性手続について，更に詳細な議論を行っている
(AICP A [2001], pars. 6. 23-6. 31)。すなわち，事業体がプラックショールズ






ライシングモデル (Black-Scholesoption pricing model)を取り上げること






















● オプションの権利行使日までの期間 (timeto expiration of the op-
tion) 
● オプションの権利行使価格 (exerciseor strike price of the option) 
● リスクフリーの金利 (risk-freeinterest rate) 
● 原証券の価格 (priceof the underlying stock) 









































休 Hを除く）があり， 256の平方根は16である。年次のポラティリティを H次
に変換するには， 16で除すればよい。従って，年次のポラティリティが
20%であるならば， B次のポラティリティは20%-:-16で求められ， 1.25にな
る。 1株当たり$40でトレードされている XYZ社株式の場合，初 Hの標準偏


































































































































(AICPA [2001], par. 6. 58)。
8 要約：監査上のインプリケーション
AICPA [2001]は，実証性手続に関する要約として，監査上のインプリケ



























第57号とその解釈指針との対比において， SAS第92号と AICPA [2001]の
意義を明らかにしておきたい。































る。」 (AICPA[1997], p. 335) 
同解釈指針では，こうした観点から，公正価値情報の監査指針をフローチ
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[2001], 田尾 [2001])。
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